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第４部  高等学校におけるＳＤＧｓの視点からの学習活動の実践例  

１  テーマ設定の理由  

本研究では 、高等学校におけるＳＤＧｓを取り入れた学習活動について、そ

の意義と方法について考察する。ＳＤＧｓとは、2030 年までに持続可能な社会

を実現するために国連が採択した 17 の目標と 169 のターゲットである。社会

の創り手となる高校生が 、ＳＤＧｓの視点を持って学ぶことが重要である。本

報告書では、高等学校教育においてＳＤＧｓの視点を持った、より効果的な学

習指導について 探る。  

高等学校におけるＳＤＧｓを取り入れた学習活動とは、単に目標やターゲッ

トを知ることではない。それよりも重要なことは 、持続可能な社会の創り手と

して自ら考えて行動できるようになることである。そのためには 、「持続可能

な開発のための教育（ＥＳＤ）」という考え方が参考になる。 ＥＳＤとは、地

球規模の課題を自分事として捉え 、その解決に向けて自ら行動を起こす力を 身

に付けるための教育であり、持続可能な社会の作り手としての資質・能力を育

成するための教育である。  

ＳＤＧｓとともに子供たちの生きる力をはぐくむために、教科等横断的な学

習が必要である。しかし、現在までの高校教育では、教科ごとに分かれた指導

が主流であった。また週１単位の総合的な探究の時間だけでは十分に活動時間

を確保できないことが多い。そのような中でＳＤＧｓの視点を取り入れること

で自ずと教科等横断的な学習が可能になる。  

大学入試改革により 、学力の三要素を多面的・総合的に評価する「総合型選

抜」が重視されるようになっている。ＳＤＧｓの視点を取り入れた学習活動は

高校生の確かな学力の三要素を涵養する上でも効果的である。  

谷田川ら（ 2022）の調査によると高等学校におけるＥＳＤの実施状況は、積

極的に取り組んでいる学校は 5.5％にとどまっており 、一方で「まったく取り

組んでいない」学校は 23.8％と全体の４分の１近くとなっていることから 、日

本の学校教育におけるＥＳＤの浸透状況はまだ十分とはいえない状況である。

谷田川らはその要因として、教員に「時間がない」ために教員のＥＳＤの認知

度が低いことを指摘している。  

本部会の高等学校チーム では、ＳＤＧｓを取り入れた学習活動を通して、目

標①：地球的課題に対して関心を高め知識を身に付け、目標②：持続可能な社

会の創り手として思考し、主体的に行動する力を養うことを目指していきたい。

その際、学習活動としては、学校や教員の現状を踏まえ、ニーズに合わせた学

習活動を提案していきたい。  

目標①に対しては、教科教育において ＳＤＧｓを取り入れた学習活動を 教科

等横断的に実施し、目標②に対しては、総合的な探究の時間を核として目標①
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で得た知識を自分の進路として昇華することを目指した実践を行った。令和５

年に栃木県の高等学校に対して行ったアンケートを基に し、栃木県内でＳＤＧ

ｓを取り入れた学習活動が十分に普及していない現状を踏まえ、まずは一人の

教員から始められる実践とした。本報告書では、実践を踏まえ課題と展望を考

察する。  

 

２  実践①教科教育においてＳＤＧｓの視点を取り入れた学習活動  

（１）テーマ設定の理由 ・地理探究について  

平成 21 年 3 月告示の学習指導要領では地理歴史科において、主体的に社会

の形成に参画しようとする態度や 、資料から読み取った情報を基にして社会的

事象の特色や意味などについて比較したり関連付けたり多面的・多角的に考察

したりして表現する力の育成が不十分であることが指摘されていた。  

平成 30 年 3 月告示学習指導要領地理歴史科では単に知識・技能を覚えさせ

るだけでなく、アクティブ・ラーニング（主体的・対話的で深い学び ）による

活用を通して、思考力・判断力・表現力や学びに向かう力・人間性 まで育成す

ることが目指されている。従来の学習指導要領 でも、作業学習を通じて思考力

などを育成することを目指してきた。  

平成 30 年度告示の高等学校学習指導要領の改訂では、持続可能な社会の創

り手の育成という理念が明確に打ち出され、ＳＤＧｓとの関連が強化された。

現行の学習指導要領では、 共通必修科目として「地理総合」、選択科目として

「地理探究」が創設された。  

「持続可能な社会づくり」という観点は、国際地理学連合・地理教育委員会

が行った持続可能な開発のための教育（ ＥＳＤ）としての地理教育推進に関わ

る「持続可能な開発のための地理教育に関するル ツェルン宣言（ 2007）」によ

って裏付けられるように 、地理教育の中心的課題でもある。  

「地理総合」の内容は図１のようになっており、 大項目「 B 国際理解や国

際協力」や大項目「 C 持続可能な地域づくりと私たち」 の学習においても 、

ＥＳＤ (「持続可能な社会づくり」の観点 )はその中核をなすものとされている。

大項目 C 内の中項目「生活圏の調査と地域の展望」は、地域が抱える課題を抽

出し、地域の特徴を踏まえた解決策を探ることを狙いとしており、ＥＳＤの流

れを受けた、持続可能な社会の作り手としての資質・能力を育成するための単

元である。  
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図１  地理総合の内容（学習指導要領を基に作成）  

そのような必履修である「地理総合」で 身に付けた地理の基礎知識に基づき、

より深い理解と課題の探究を目指すものとして地理探究が設置された。この地

理探究では図２のように、これまで地理において中心的分野であった「系統地

理的考察」と「地誌的考察」が、「持続可能な国土像の探究」を図る上での前

提と位置付けられており、大項目「現代世界におけるこれからの日本の国土像」

が中心として設定された。  

 

図２  地理探究の内容（学習指導要領を基に作成）  

この大項目は、現代世界における日本の国土を主な学習対象とし 、我が国が

抱え る地 理 的な 諸課 題 の解 決の 方 向性 や 将来 の国 土 の在 り方 を 構想 する 学習

などを通して、持続可能な国土像を探究することを主なねらいとしている。さ

らにこの項目を取り扱う際には「 それぞれの課題が相互に関連し合うとともに 、
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それらの現状や要因の分析、解決の方向性については、複数の立場や意見があ

ることに留意する（内容の取扱い）については 、取り扱う諸課題を一面的に捉

えるのではなく 、課題解決のためにどのような議論や取組が行われているかな

どについて把握し、様々な立場から考察することができるようにすること 」と

されている。  

このように地理総合、地理探究ともに持続可能な社会づくりの担い手を育て

るための学習指導要領となっているが、現実は厳しさがある。 濱川 (2020)は、

地理総合について「作業的で具体的な体験を伴なう学習」「課題を設定し追究

する学習」に多くの時間と労力がかかる上、従来のカリキュラムから内容の削

減もないため、学習指導要領の目指す理想の通り実践することができるか疑問

視している。  

そこで、今回は、できるだけ 効率的に最大限の効果を生む探究活動の実践を

試みた。さらにもともと ＳＤＧｓと親和性の高い地理という科目だけでなく、

他の科目や他教科でも取り入れられる形を意識した。  

（２）具体的な指導展開の流れ  

実践は令和６年度 11 月に本校普通科３年次生の理系選択者を対象に地理探

究の授業内で行った。本校は普通科の 多くの生徒が４年制大学への進学を希望

しており、一般入試を受験する。２年次に普通科全員が地理総合を履修し、３

年次には理系及び文系の選択者が地理探究を履修する。地理探究では学習指導

要領に基づき４月から系統地理分野、９月頃から地誌分野を学習 している。  

今回、大項目Ｃ「現代世界におけるこれからの日本の国土像」を実践の単元

として設定した。それまでも系統地理的考察・地誌的考察を授業内で取り入れ

てきたこと踏まえ、全体で４時間とし、実際の作業は２時間での展開とした。

その効果を高めるため、ＳＤＧｓの「誰一人取り残さない持続可能な発展」と

いう目標を利用し、探究の結果自分で考えた解決策を ＳＤＧｓの視点を通して

見直す作業を盛り込んだ。以下に具体的な指導展開の流れを記述する。  

ア  単元名  日本の地理的諸課題の探究  

イ  内容のまとまり  Ｃ  現代世界におけるこれからの日本の国土像（ １） 

持続可能な国土像の探究  

ウ  単元の目標  

・現代世界におけるこれからの日本の国土像の探究を基に 、我が国が抱える地

理的 な諸 課 題の 解決 の 方向 性や 将 来の 国 土の 在り 方 など を構 想 する こと の重

要性や、探究する手法などについて理解する。  

・現代世界におけるこれからの日本の国土像について 、地域の結び付き、構造

や変容、持続可能な社会づくりなどに着目して 、主題を設定し、我が国が抱え

る地理的な諸課題の解決の方向性や将来の国土の在り方などを多面的・多角的
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に探究し、表現する。  

・日本の地理的諸課題について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる

課題を主体的に追究しようとする態度を養う。  

エ  単元の評価規準  

知識・技能  思考・判断・表現  主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む態度  

・ 現 代 世 界 に お け る こ

れ か ら の 日 本 の 国 土 像

の 探 究 を 基 に 、 我 が 国

が 抱 え る 地 理 的 な 諸 課

題 の 解 決 の 方 向 性 や 将

来 の 国 土 の 在 り 方 な ど

を 構 想 す る こ と の 重 要

性 や 、 探 究 す る 手 法 な

ど に つ い て 理 解 し て い

る。  

・ 現 代 世 界 に お け る こ

れ か ら の 日 本 の 国 土 像

に つ い て 、 地 域 の 結 び

付き、構造や変容、持続

可 能 な 社 会 づ く り な ど

に 着 目 し て 、 主 題 を 設

定 し 、 我 が 国 が 抱 え る

地 理 的 な 諸 課 題 の 解 決

の 方 向 性 や 将 来 の 国 土

の 在 り 方 な ど を 多 面

的・多角的に探究し、表

現している。  

・ 日 本 の 地 理 的 諸 課 題

に つ い て 、 よ り よ い 社

会 の 実 現 を 視 野 に そ こ

で 見 ら れ る 課 題 を 主 体

的 に 追 究 し よ う と し て

いる。  

オ  指導と評価の計画（４時間）  

 本事例では、内容のまとまりである中項目「 持続可能な国土像の探究」を、

「日本の地理的諸課題の探究」として一つの単元とし 、その中項目全体の指導

計画の概要とともに 、単元「日本の地理的諸課題の探究」の指導と評価の計画

を次に示すこととする。  

内 容 の ま と

まり  

小単元  各次の内容と配当時間例  

Ｃ（１） 持

続 可 能 な 国

土 像 の 探 究

（４時間）  

①日本の地

理的諸課題

の探究  

（４時間）  

導  入  2050 年の日本の姿（１時間）  

第一次  日本の地理的諸課題の探究（２時間）  

まとめ  探究活動の振り返り (１時間 ) 
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（○…「評定に用いる評価」、●…「学習改善につなげる評価」）  

 ねらい・学習活動  知  思  態  評価基準等  

導
入
（

１
時

間
扱

） 

【ねら い】日 本の地 理的 な諸課 題の解 決 の方向 性や将 来の在 り方 など

を構想することの重要性や、探究する手法などについて理解する。  

 

 

 

・日本を取り巻く現状とと

も に 地 理 的 諸 課 題 を 整 理

し、その探究の手順を理解

する。  

●    ● 日 本 の 地 理 的 な 諸 課 題 の

解 決 の 方 向 性 や 将 来 の 在 り

方 な ど を 構 想 す る こ と の 重

要 性 や 、 探 究 す る 手 法 な ど

について理解している。  

第
一
次

（
２

時
間

扱
） 

【ねらい】持続可能な社会づくりなどに着目して 、主題を設定し、日本

の地理 的な諸 課題の 解決 の方向 性や将 来 の在り 方など を多面 的・ 多角

的に探究し、表現する。  

・教科書の 4 つのテーマの

う ち 一 つ 選 び 課 題 を 整 理

し、その解決案を考察する。 

・ＳＤＧｓの視点をもち他

者と意見交換する。  

・他者からの意見や ＳＤＧ

ｓの視点から自分の案を見

直し、改善する。  

○   

 

 

●  

 

 

○  

 

 

 

 

○ 資 料 の 読 み 取 り か ら 、 仮

説 の 検 証 に 必 要 な 情 報 を 収

集し、適切にまとめている。 

● 持 続 可 能 な 社 会 づ く り の

た め 多 面 的 ・ 多 角 的 に 仮 説

を検証している。  

○ 持 続 可 能 性 に 注 目 し な が

ら 諸 課 題 の 解 決 の 方 向 性 を

多面的・多角的に探究し、表

現している。  

単

元

の

ま

と

め

（

１

時

間

扱
） 

【ねらい】日本の地理的諸課題について、よりよい社会の実現を視野に

そこで見られる課題を主体的に追究しようとする。  

【学習課題；単元全体に関わる問い】「 日本の地球的課題を解決する

ため の策 は 何か 」（ 中項 目前 段 の単 元ま での すべ て の学 習を 踏 まえ

て）  
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・考え直した案をグループ

で発表する。  

・これまでの学習活動を基

に、地理的諸課題解決にお

いて大切なことを考察し 、

ワークシートにまとめる。  

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

●  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

● 自 分 の 考 え を 適 切 に 表 現

している。  

○ 現 代 世 界 に お け る こ れ か

ら の 日 本 の 国 土 像 の 探 究 を

基 に 、 我 が 国 が 抱 え る 地 理

的 な 諸 課 題 の 解 決 の 方 向 性

や 将 来 の 国 土 の 在 り 方 な ど

を 構 想 す る こ と の 重 要 性

や 、 探 究 す る 手 法 な ど に つ

いて理解している。  

○ 現 代 世 界 に お け る こ れ か

ら の 日 本 の 国 土 像 に つ い

て、地域の結び付き、構造や

変 容 、 持 続 可 能 な 社 会 づ く

り な ど に 着 目 し て 、 主 題 を

設 定 し 、 我 が 国 が 抱 え る 地

理 的 な 諸 課 題 の 解 決 の 方 向

性 や 将 来 の 国 土 の 在 り 方 な

ど を 多 面 的 ・ 多 角 的 に 探 究

し、表現している。  

○ 日 本 の 地 理 的 諸 課 題 に つ

い て 、 よ り よ い 社 会 の 実 現

を 視 野 に そ こ で 見 ら れ る 課

題 を 主 体 的 に 追 究 し よ う と

している。  

カ  第１次  

【導入】  

・教科書の４つのテーマを確認し日本の諸課題を整理する。  

【展開】★…ＳＤＧｓの視点を取り入れた学習活動  

〇４つのテーマから一つを選び、解決策を考える。  

・テーマに関連する身近な地域の課題を整理する。  

・身近な地域の課題の解決策を考える。  

・課題についてタブレット等で調べても良いが、解決策をそのまま採用しない。 

○近くの人と意見交換する。  

・それぞれが考えた案を発表する。  

○教科書に記載されているテーマごとに関連する ＳＤＧｓの項目に注目し、達  
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成できていない項目がないか確認する。・・・★  

○必要に応じてＳＤＧｓの 17 項目すべてに目を通し、誰か (自然や動物も含

む )に我慢を強いるものになっていないか確認する。・・・★  

○再度自分の考えた案を考え直す。  

・適宜相談しながら案を考え直す。  

・一部にのみ負担をかけないようにし、皆に利益があるような持続可能な案に

なるにする。  

・課題を自分事としてとらえ、自分も進んで参加する取組になるよう にする。 

【まとめ】  

○日 本の 地 理的 諸課 題 の解 決の 方 向性 や これ から の あり 方な ど を考 える こと

の重要性や 、探究する手法などについて理解することができたか。  

○持続可能な社会づくりなどに着目して、日本の地理的諸課題の解決の方向性

やこれからの在り方などを多面的・多角的に探究することができたか。  

○考え直す作業で自分の考えた案は変わ ったか。またその理由は何か。  

○これからの日本の課題を考えていくうえでどんなことが大切だと思うか。  

○これからの日本の課題にどのように関わっていきたいと思うか。  

○ＳＤＧｓに取り組むことで、地球の未来はどう変わると思いますか。最も近

いものを「とても良くなる・少し良くなる・変わらない・やや悪くなる・と

ても悪くなる」の中から選択する 。  

 

参考資料：授業プリント (筆者作成 ) 
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（３）授業の実際  

ア  展開を通しての考えの変化  

授業を実施し振り返りまで提出した生徒は 111 名であった。作業を通して自

分の考えた解決策は変わったかという問いに対して、「変わった」と回答した

生徒は 79 名（ 71％）、変わらなかったと回答した生徒は 32 名（ 29％）であっ

た。  

 

イ  「変わった」と回答した生徒の主な記述例 (すべて原文ママ ) 

・「人口減少社会を活性化するためには」を選んだ生徒の記載内容  

①自分一人で考えた 解決策  

市民の注目や関心を集めるような店を増やす。子供が入りやすい店も取り入

れて治安をよくする取り組みを行う。  

②ＳＤＧｓの視点を通して見直した後の 解決策  

広場で子供などが興味をもつようなイベントを開催する。シャッターが閉ま

って いる 店 など は個 人 で経 営す る カフ ェ など にリ ニ ュー アル す るこ とで 商店

街らしさを残す。全体的に景観が暗めであるため、昔ながらの景観を残しつつ

手を加える。  

③変化した理由  

他の人の視点から考えたことで、 具体的な案を思い付いたから。  

 

・「産業の変化と持続可能な成長」を選んだ生徒の記載内容  

①自分一人で考えた 解決策  

国が積極的に経済的な支援を行って従事者の負担を軽減 したり、若い人たち

が農業に触れる機会を増やして若者の参入を狙う。  

②ＳＤＧｓの視点を通して見直した後の 解決策  

環境にかける負担が少なくなるような支援も大事だと思う。廃棄されるもの

を減らす。  

③変化した理由  

案の根本は変わらなかったけど、違う観点からの解決策を付け足した。  

 

・「自然災害に強い国土を目指すには」を選んだ生徒の記載内容  

①自分一人で考えた 解決策  

氾濫を起こりにくくするために川幅を広げる。土砂災害を起こりにくくする

ために、山に植林などして地盤を強化する。  

②ＳＤＧｓの視点を通して見直した後の 解決策  

（もともと考えていた案に加え）安全で素早い非難がで きるよう事前にシミ
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ュレーションする (例：高齢者と一緒に避難ルートのウォークラリー )。実際に

災害が起こる前に早めに安全な避難をする。避難ルートへの道を改善する。  

③変化した理由  

災害が起こる前での対策も大切だと気づいたから。  

 

・「自然災害に強い国土を目指すには」を選んだ生徒の記載内容  

①自分一人で考えた 解決策  

防災リュックを準備しておく。家族と避難経路を確認しておく。自分の名前・

住所・電話番号などが書いてあるものを用意しておく。  

②ＳＤＧｓの視点を通して見直した後の 解決策  

（防災リュックを準備しておくことに対し）食品などは賞味期限などの確認

をし、期限が近付いてきたものは食べて廃棄しないようにする。→ 12 つくる責

任、つかう責任  

③変化した理由  

友達から他のＳＤＧｓを見て意見をもらったから。  

 

ウ  「変わらなかった」と回答した生徒の記述例 (すべて原文ママ ) 

・「人口減少社会を活性化するためには」を選んだ生徒の記載内容  

①自分一人で考えた 解決策  

働き方の多様化によって、若年層の移住をうながす。都市をコンパクト化し、

市役所や町役場に自治体の管理を任せる。若者と高齢者がコミュニケーション

をとれる機会をつくる。  

・「人口減少社会を活性化するためには」を選んだ生徒の記載内容  

①自分一人で考えた 解決策  

町おこしをしたり、後見人をつくったりして若者の人口を少しずつ増やす。 

・「多文化共生社会の実現をめざして」を選んだ生徒の記載内容  

①自分一人で考えた 解決策  

各テーブルにおはしだけでなくスプーンやフォークを置いてみたり、肉の代

わりに大豆を用いた食品やハラルフードを使う。  

・「多文化共生社会の実現をめざして」を選んだ生徒の記載内容  

①自分で考えた解決策  

どんな目的での来日か、地域でのルールをお互いに理解しあうための機会を

つくる。近隣の店で雇用を寛容にする。  

 

エ  「これからの日本の課題を考えていくうえでどんなことが大切だと思い

ますか」に対しての記述例 (すべて原文ママ ) 
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・解決策を考えるときに一部の人のみが利益を得ることを防ぎ、なるべく全体

が利益を得られるようなものを選ぶこと。  

・様々な情報の正確性を確かめながら、多角的に考える。自分の意見をきちん

と持つ。「誰も取り残さない」ということを考えること。  

・現状を知った上で、この先どうすれば問題が解決できるのかをまずは自分の

立場から想像してみて考え、他の人の考えも取り入れる。  

・急に大きな解決策を考えるのではなく、達成できそうなことから始める。  

・特定の誰かだけが頑張るのでなく、みんなで考えて、実行していくことが大

切だと思います。  

・自分たちが住んでる国でも自分も含めて、今の現状を把握してることが少な

いから、まずは知ることに加え、多面的にとらえる。  

・選挙に行くこと。  

 

オ  「ＳＤＧｓに取り組むことで、地球の未来はどう変わると思いますか」

の結果  

図３の通り、とても良くなる 44 名（ 40％）、少し良くなる 59 名（ 53％）、変

わらない６名（５％）、やや悪くなる １名（１％）、悪くなる１名（１％）とな

り、「とても良くなる」もしくは「少し良くなる」と答えた者が ９割を超えた。  

 

図３  ＳＤＧｓに取り組むことで地球の未来はどう変わると思いますか  

（授業プリント内のアンケートを基に作成）  

 

（４）実践の結果  

ＳＤＧｓの視点を通した学習活動を行うことにより、７割を超える生徒に意

見の変化が見られた。変化した意見を見ると、自分一人で考えた解決策よりさ

とても良くなる

40%

少し良くなる

53%

変わらない

5%

やや悪くなる

1%

悪くなる

1%

とても良くなる

少し良くなる

変わらない

やや悪くなる

悪くなる
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らに具体的になる事例が多かった。また、違う視点から捉えなおすことで解決

策の問題点が修正される事例も多くみられた。一方で意見の変化がなかった生

徒としては、「人口減少社会を活性化するためには」や「多文化共生社会の実

現をめざして」などを選択した者が多かった。意見を求めた友人たちも接する

機会の少ない課題であり、個人の範囲でできる解決策を超えた、社会的な取り

組みしか思いつかない事例が多かった。  
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３  実践②ＳＤＧｓの視点を取り入れた進路に関する学習活動  

（１）緒言  

 中間発表前の調査において、ＳＤＧｓに対する解像度が高い生徒は、様々な

分野に興味を持っており、生徒自身が関わっていきたい ＳＤＧｓの目標につい

て、より多くの分野を挙げていることがわかった。そのため、生徒自身の ＳＤ

Ｇｓについての知識を増やすことと、それについて学ぶことで、将来の選択肢

を広げることができる。  

 一方で、筆者の勤務校においては、生徒が高校入学時に考えていた希望進路

に固執しすぎていて、興味を持つ学問分野の幅が狭いことに課題がある。また、

併せ て大 学 の学 問分 野 につ いて も 自分 が 興味 を持 っ てい るも の だけ しか 知ら

ず、受動的で自ら選択肢を増やそうとしないことが多い。そのため学校として、

進路を調べる機会を多くするように設定している。  

 この点を踏まえて、ＳＤＧｓの各項目の内容と、大学の学問分野をそれぞれ

研究させ、それらの関連を生徒自身が知ることによって、視野が広がり主体的

に進路について考えることができ、選択肢を増やすことができるのではないか

と考えた。  

 また、ＳＤＧｓ教育を活かした探究活動の実践は、様々な場面で行われてい

るが、ＳＤＧｓと進路指導をつなげた実践が少ないこともあり、これについて

実践することにした。  

 

（２）現状について  

 中間発表前に、ＳＤＧｓの 17 の各目標についての理解度の状況を調べるた

めにアンケート調査を行った。各ターゲットについての自己認識を、それぞれ

以下の選択肢から選んでもらった。  

 

 

 

 次のページにある 表１は各目標におけるＡ～Ｄの割合を示したものである。

また併せて、Ａ～ＤをＡ：５、Ｂ：３、Ｃ：１、Ｄ：０と数値化し、各目標で

の平均を求めることで、目標ごとに良く知られているものと、そうでないもの

の傾向を見た。  

 また、回答者ごとに平均値を算出し、その回答者の「理解度」とした。理解

度の分布を割合で示したものが表２であり、全体の平均が 3.3 であった。  

 これと同じ調査を勤務校１年生に実施した（ ７月）結果が表３および表４で

ある。「理解度」の平均は 3.1 であった。  

Ａ  こ れ が Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 目 標 に 入 っ て い て 、 ど の よ う な 課 題 が あ る か も 知 っ て い る  

Ｂ  こ れ が Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 目 標 に 入 っ て い る こ と を 知 っ て い る  

Ｃ  こ の テ ー マ が あ る と い う こ と を 見 た り 聞 い た り し た こ と が あ る  

Ｄ  こ の テ ー マ に つ い て 、 今 初 め て 知 っ た  
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表１  ＳＤＧｓの 17 の各目標についての理解度（中間発表時に全県下で調査したもの、 n＝ 1482、数値は％）  

 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15  16  17  

 

貧
困 

飢
餓 

健
康
福

祉 

教
育 

ジ
ェ
ン

ダ
ー 

水
と
ト

イ
レ 

エ
ネ
ル

ギ
ー 

経
済
成

長 

産
業
技

術 

人

/

国

の

不

平

等 

ま
ち
づ

く
り 

作
る
使

う
責

任 

気
候
変

動 

海
の
豊

か
さ 

陸
の
豊

か
さ 

平
和
公

正 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ 

D  2 . 2  2 . 0  3 . 1  3 . 0  2 . 8  2 . 8  4 . 5  8 . 5  9 . 7  2 . 4  4 . 9  7 . 0  6 . 3  3 . 0  4 . 9  3 . 1  7 . 8  

C  7 . 8  8 . 4  11 . 9  10 . 1  7 . 8  11 . 9  14 . 7  17 . 4  18 . 6  10 . 4  14 . 1  15 . 0  14 . 9  10 . 5  11 . 9  10 . 6  16 . 3  

B  48 . 5  47 . 6  56 . 8  49 . 0  43 . 1  48 . 3  55 . 0  54 . 4  55 . 1  48 . 7  52 . 9  48 . 7  46 . 0  45 . 1  49 . 9  53 . 6  53 . 4  

A  41 . 5  42 . 0  28 . 2  37 . 9  46 . 4  37 . 0  25 . 8  19 . 7  16 . 6  38 . 5  28 . 1  29 . 3  32 . 7  41 . 4  33 . 3  32 . 7  22 . 5  

平均  3 .6  3 .6  3 .2  3 .5  3 .7  3 .4  3 .1  2 .8  2 .7  3 .5  3 .1  3 .1  3 .2  3 .5  3 .3  3 .3  2 .9  

 

表２  ＳＤＧｓの 17 の各目標についての理解度（中間発表時に全県下で調査したもの、 n＝ 1482）  

理解度  人数  

≦ 1  86  

1＜ ,≦ 2  113  

2＜ ,≦ 3  506  

3＜ ,≦ 4  358  

4＜  419  
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表３  ＳＤＧｓの 17 の各目標についての理解度（勤務校１年生徒対象、７月調査  n＝ 181、数値は％）  

 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15  16  17  

 

貧
困 

飢
餓 

健
康
福

祉 

教
育 

ジ
ェ
ン

ダ
ー 

水
と
ト

イ
レ 

エ
ネ
ル

ギ
ー 

経
済
成

長 

産
業
技

術 

人

/

国

の

不

平

等 

ま
ち
づ

く
り 

作
る
使

う
責

任 

気
候
変

動 

海
の
豊

か
さ 

陸
の
豊

か
さ 

平
和
公

正 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ 

D  1 . 1  1 . 1  1 . 7  3 . 3  4 . 4  2 . 8  5 . 0  9 . 4  9 . 9  3 . 3  4 . 4  5 . 0  6 . 1  1 . 7  3 . 3  3 . 3  7 . 7  

C  5 . 5  6 . 1  13 . 3  11 . 0  11 . 0  8 . 8  18 . 8  18 . 8  21 . 0  8 . 3  9 . 9  12 . 7  13 . 3  8 . 8  11 . 0  9 . 4  14 . 9  

B  58 . 6  56 . 9  67 . 4  53 . 0  48 . 1  56 . 9  60 . 2  63 . 5  63 . 0  58 . 0  68 . 0  61 . 3  57 . 5  50 . 3  55 . 2  60 . 2  68 . 5  

A  34 . 8  35 . 9  17 . 7  32 . 6  36 . 5  31 . 5  16 . 0  8 . 3  6 . 1  30 . 4  17 . 7  21 . 0  23 . 2  39 . 2  30 . 4  27 . 1  8 . 8  

平均  3 .6  3 .6  3 .0  3 .3  3 .4  3 .4  2 .8  2 .5  2 .4  3 .3  3 .0  3 .0  3 .0  3 .6  3 .3  3 .3  2 .6  

 

表４  ＳＤＧｓの 17 の各目標についての理解度（勤務校１年生徒対象、７月調査  n＝ 181）  

理解度  人数  

≦ 1  86  

1＜ ,≦ 2  113  

2＜ ,≦ 3  506  

3＜ ,≦ 4  358  

4＜  419  
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 「理解度」の平均は前回調査よりやや低い。これは１年生に限定して調査し

ているためと考えられる。  

 また、中間発表前の調査では「次の ＳＤＧｓの目標の中で、あなたが将来特

に関わっていきたいと思う目標を選んで、チェックして下さい。最大３つまで

にして下さい。」という質問をしている。これを「理解度」の状況と合わせて

クロス集計したものが表５である。「理解度」が高い回答者は、関わっていき

たいと思う目標を多く答える傾向があり、 ＳＤＧｓを理解することによって、

将来の目標が明確化し、主体的に行動できるようになるのではないかと考えら

れる。  

 今回、同じ調査を本校１年生に実施した結果が表６である。  

 勤務校における調査でも同様に、「理解度」が高い回答者の方が、より多く

の目標についてかかわっていきたいと考えている傾向がみられた。また、調査

対象者が１年生ということもあり、１人あたりの希望分野数の平均は 2.44 と、

全体調査の 2.67 を下回っている。この点からも、ＳＤＧｓをよく知り、自分

の目標とすることが有意義であると考えられる。  

 特徴的なのは回答者のうち 36.5％が「健康福祉」に関わっていきたいと考え

ている点であり、全県下の調査の 1.5 倍となっていることだ。本校では医療系

の仕事に就くことを希望している生徒が多い。これは、彼らの身近な実体験な

どか ら医 療 に関 する 仕 事に 何と な くの 憧 れを 持っ た まま にな っ てい ると 考え

られる。身近なところから将来の目標を作ることは良いのだが、それで満足し

てしまってそれ以外の世界を積極的に見ようとしないことが、本校の課題とな

っている。そのためにも、ＳＤＧｓという新しい視座を意識させることが、現

状の改善に役立つと思われる。  
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表５  将来関わっていきたい、ＳＤＧｓ の 17 の各目標と理解度の関係（ 全県下で調査したもの、 n＝ 1482、数値は％）  

 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15  16  17  

 

貧
困 

飢
餓 

健
康
福

祉 

教
育 

ジ
ェ
ン
ダ
ー 

水
と
ト
イ
レ 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

経
済
成

長 

産
業
技

術 

人/

国
の
不
平
等 

ま
ち
づ
く
り 

作
る
使
う
責
任 

気
候
変

動 

海
の
豊
か
さ 

陸
の
豊
か
さ 

平
和
公

正 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ 

≦ 1  25 . 6  26 . 7  19 . 8  15 . 1  25 . 6  18 . 6  2 . 3  10 . 5  4 . 7  14 . 0  19 . 8  5 . 8  9 . 3  14 . 0  9 . 3  20 . 9  5 . 8  

1＜ ,≦ 2  25 . 7  23 . 0  27 . 4  10 . 6  15 . 9  15 . 0  7 . 1  16 . 8  3 . 5  18 . 6  24 . 8  8 . 0  8 . 8  16 . 8  8 . 8  21 . 2  6 . 2  

2＜ ,≦ 3  23 . 7  20 . 9  23 . 7  14 . 0  28 . 9  14 . 2  7 . 3  16 . 0  3 . 8  21 . 7  19 . 8  11 . 1  7 . 5  15 . 4  8 . 9  23 . 7  3 . 8  

3＜ ,≦ 4  22 . 1  20 . 4  22 . 9  19 . 0  33 . 2  11 . 2  7 . 3  14 . 2  5 . 3  22 . 1  18 . 2  11 . 5  11 . 2  16 . 5  8 . 7  20 . 7  4 . 7  

4＜  25 . 3  23 . 9  27 . 0  14 . 3  30 . 1  12 . 2  9 . 1  14 . 3  5 . 0  19 . 6  17 . 4  10 . 3  11 . 0  16 . 2  9 . 8  21 . 7  6 . 2  

平均  24 .0  22 .1  24 .5  15 .1  29 .1  13 .2  7 .5  14 .8  4 .5  20 .5  19 .1  10 .4  9 .6  15 .9  9 .1  22 .1  5 .0  

表６  将来関わっていきたい、Ｓ ＤＧ ｓ の 17 の各目標と理解度の関係（ 勤務校１年、７月調査  n＝ 181、数値は％）  
 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15  16  17  

 

貧
困 

飢
餓 

健
康
福
祉 

教
育 

ジ
ェ
ン
ダ
ー 

水
と
ト
イ
レ 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

経
済
成
長 

産
業
技
術 

人/

国
の
不
平
等 

ま
ち
づ
く
り 

作
る
使
う
責
任 

気
候
変
動 

海
の
豊
か
さ 

陸
の
豊
か
さ 

平
和
公
正 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ 

≦ 1  11 . 1  0 . 0  22 . 2  33 . 3  11 . 1  11 . 1  11 . 1  22 . 2  0 . 0  11 . 1  22 . 2  0 . 0  0 . 0  11 . 1  11 . 1  0 . 0  0 . 0  

1＜ ,≦ 2  21 . 4  21 . 4  14 . 3  21 . 4  7 . 1  14 . 3  7 . 1  21 . 4  14 . 3  14 . 3  14 . 3  7 . 1  0 . 0  14 . 3  0 . 0  28 . 6  7 . 1  

2＜ ,≦ 3  14 . 5  13 . 2  43 . 4  13 . 2  18 . 4  9 . 2  5 . 3  15 . 8  5 . 3  17 . 1  19 . 7  15 . 8  7 . 9  11 . 8  5 . 3  15 . 8  5 . 3  

3＜ ,≦ 4  17 . 6  21 . 6  37 . 3  15 . 7  35 . 3  2 . 0  9 . 8  7 . 8  0 . 0  29 . 4  11 . 8  3 . 9  5 . 9  15 . 7  7 . 8  29 . 4  5 . 9  

4＜  16 . 1  22 . 6  32 . 3  16 . 1  25 . 8  3 . 2  0 . 0  12 . 9  3 . 2  29 . 0  16 . 1  32 . 3  6 . 5  9 . 7  3 . 2  29 . 0  6 . 5  

平均  16 .0  17 .1  36 .5  16 .0  23 .2  6 .6  6 .1  13 .8  3 .9  22 .1  16 .6  13 .8  6 .1  12 .7  5 .5  22 .1  5 .5  
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（３）実践  

 進路にかかわる学習と して、総合学科である本校では必履修科目である「産

業社会と人間」内で実践を行った。総合学科でない場合、ホームルームや総合

的な探究の時間に行うのが妥当と考えられる。  

 令和７年度７月に１年生のクラスで実施した。１年次１学期の「産業社会と

人間」では、自分の興味・関心について調べるとともに、社会にどのような仕

事があるかなどを学んでいる。ＳＤＧｓについて は少し触れているという状態

である。  

 対象クラスは１年６組とした。このクラスは大学 進学希望者が多い。  

 

ア  本時の目標  

・ＳＤＧｓの 17 の各目標についての確認  

・ＳＤＧｓの「ターゲット」を知ることと、ターゲットにどんなものがあるか

調べ、興味を持つこと。  

・自分が希望している大学の学部・系統で学ぶことができる内容を調べるとと

もに、関連がある目標・ターゲットを考える。  

 

イ  展開  

学 習 場

面  

学習活動  指導上の留意点  

導入  

（ 5 分）  

（個人）  

ＳＤＧｓ の 17 の目標を

確認する。  

タブレットを使用。 Teams を用い、前

も っ て 作 成 し て お い た 授 業 チ ー ム に

参加させる。授業チーム内に掲載した

目標が書かれた pdf をダウンロードで

させる。 ＊ 1 

展開①  

（ 10 分） 

（個人）  

ＳＤＧｓの 169 のターゲ

ットについて知る。指示

されたサイト内をよく見

て、興味があるターゲッ

トをチェックする。  

ターゲットについての説明を行う。  

Teams を 使 用 し て リ ン ク を 共 有 し 、

SDGs の タ ー ゲ ッ ト を 解 説 し て い る ウ

ェブページなどを閲覧させる。特に興

味 が あ る 目 標 の タ ー ゲ ッ ト を 見 る よ

うに助言する。また、自身の希望する

学部・系統とは関係がなさそうな目標

の タ ー ゲ ッ ト に も 興 味 を 持 て る 内 容

があることがある、ということを伝え

ながら机間巡視を行い、アドバイスを

行う。  
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展開②  

（ 25 分） 

興味がある学部・系統別

のグループに分かれる。  

（グループ）  

資料を用いて、学部・系

統で学ぶことができる内

容を調べる。  

学べる内容と、関連があ

るＳＤＧｓ目標を記録す

る。  

事前に興味がある学部・系統 の調査を

行い、３～５人程度 のグループができ

るように学部・系統を分けておく。1 人

グループにならないよう配慮する。  

グループごとに記録用紙 と、学部・学

科 お よ び 系 統 ご と に ど の よ う な こ と

を学ぶのか、研究するかを示した冊子

を配布する。  

担当している学部・系統と関係がある

も の を 記 録 す る よ う に 言 葉 掛 け を 行

う。  

まとめ  

（ 5 分）  

（グループ）  

新たに興味を持った目標

について記録する。  

記録用紙を提出する。  

 

新しく興味を持った分野を、より深く

調べるよう助言を行う。  

（記録用紙の回収）  

 

ウ  結果  

 各グループにおいて、ＳＤＧｓの目標やターゲットに関する知識と、大学で

の学びが結びついて、大学での学びが より明確化された様子が見て取れる。以

下に記録用紙を提示する。  
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４  成果と今後の課題・おわりに  

 本研究におけるＳＤＧｓの視点を取り入れた学習活動は、短時間の実践であ

りながら、教育的効果を一定程度確認することができた。特に、課題解決型の

探究活動においては、複数の立場や視点を踏まえた思考が促されることが重要

であり、ＳＤＧｓの理念を活用することで、生徒の視野を広げる契機となった。 

地理探究の授業では、生徒の約７割が自身の意見を再構築するに至り、より

具体的かつ多面的な解決策を提示する傾向が見られた。これは、ＳＤＧｓの視

点を 通じ て 他者 の意 見 や社 会的 背 景を 考 慮す る力 が 育ま れた 結 果と 考え られ

る。一方で、課題が広範かつ複雑であるがゆえに、自分たちにできることがな

いと感じ、思考を停止する生徒も見受けられた。これは、地域課題が社会全体

の構造的課題と密接に関連していることを示しており、教育的支援の在り方を

再考する必要がある。  

進路指導においては、ＳＤＧｓのターゲットと大学の学問分野を関連付ける

ことで、生徒の学問への関心を喚起し、進路選択の幅を広げる効果が確認され

た。特に、ＳＤＧｓの理解度が高い生徒ほど、将来関わりたい分野を多様に挙

げる傾向があり、主体的な進路形成に資することが示唆された。  

今後の課題としては、探究活動の時間的確保と、教員による適切な支援体制

の構築が挙げられる。また、ＳＤＧｓに対する理解を深めるための継続的な教

育機会の提供が不可欠である。これらの取り組みにより、教科横断的かつ実践

的な学びを通じて、生徒が持続可能な社会の担い手として成長することが期待

される。  
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第５部 特別支援学校におけるＳＤＧｓの視点からの学習活動の実践例 

 

１ はじめに 

本研究部会では、令和５(2023)年に県内の特別支援学校及び教師、児童生徒に対して、

ＳＤＧｓに関するアンケートを実施した。そのアンケートを集計したところ、以下のこと

が分かった。 

 

 

 

 

 

以上のアンケート結果から、ＳＤＧｓの概念から学習を始めるのではなく、普段行って

いる活動がＳＤＧｓの取組であるということを教師が説明し、活動とＳＤＧｓという言葉

を結び付け、児童生徒自身が「これからの地球を良くするためには、今自分がやっている

活動、やろうとしている活動は大切である。」「これからも続けよう！」という意識をもつ

ことにより、主体的に取り組めるのではないか、と考察した。 

 そこで、どのようなＳＤＧｓに関する取組を授業の中に取り上げると効果的かというこ

とについて検討した。アンケート結果では、ごみ拾いをしていると答えた児童生徒の割合

が高いのに対し、奉仕活動等の設定した場面以外でごみ拾いや清掃をする児童生徒は少な

く、日常生活の中で主体的に行動する様子が見られない現状に着目した。児童生徒自身が

「やっている」と自覚しているごみ拾いや清掃という環境に関する活動を題材にし、ＳＤ

Ｇｓと結び付けることで、ＳＤＧｓを身近なものと捉えられるようにしたい。そして、環

境問題を知ることで、自分にもできる活動があることや自分がやっている取組が大切であ

ることが分かり、続けていきたいという主体的な行動を育成することをねらいとして、授

業を計画し実践を行った。授業内容は以下のとおりである。 

教科等名 生活単元学習 

単元名 「環境のためにできるＳＤＧｓの取組を考えよう」 

単元目標 

①ＳＤＧｓの取組を知り、環境のためにできることを実践することがで  

きる。                     （知識・技能）  

②環境のためにできることを考え、教師や友達に伝えることができる。  

（思考・判断・表現）  

③自ら進んで活動したり、教師や友達と協力して取り組んだりしようと

する。             （主体的に学習に取り組む態度）  

  

今回の授業実践は、知的障害のある児童生徒が通う特別支援学校の小学部と高等部で行

った。発達段階や実態は異なるが、「普段行っている活動とＳＤＧｓを結び付け、その活動

の主体的な行動を育成する。」という、児童生徒の目指す姿は同じであるため、統一の単元

目標とした。以下に示す題材について、発達段階や実態に合わせて、学習内容を工夫しな

がら授業実践を行った。 

①児童生徒はＳＤＧｓという言葉を知っている。 

②自分たちの活動が「ＳＤＧｓに関する取組」という認識をしていないが、やるべき取

組として行っている。 

③ＳＤＧｓに関する取組を行うことで、地球の未来は良くなると考えている。 
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題材 時数 主な学習内容  

①校舎内をきれいに

しよう  

１ ・校舎内のごみ拾いや清掃（廊下・教室）をする。  

・ＳＤＧｓに関する教材（絵本やすごろく、ダンス等）

に触れる。  

・環境問題やＳＤＧｓについて話を聞き、自分たちが

行っている活動はＳＤＧｓの取組であることを知る。  

②学校周辺をきれい

にしよう  

１ ・環境問題やＳＤＧｓについて振り返る。  

・ＳＤＧｓに関する教材（絵本やすごろく、ダンス等）

に触れ、ＳＤＧｓの取組を確認する。  

・ごみ拾いや清掃の目的を確認する。  

・学校周辺のごみを拾う。  

③身の回りをきれい

にする方法を知ろ

う 

 

１ 

 

・動画や写真を見て、ごみ拾いの様子を振り返る。  

・ごみに気付けたか、主体的に拾えたかを振り返る。  

・身の回りをきれいにする大切さについて確認する。  

④自分にできること

を考えよう  

１ ・ＳＤＧｓに関するクイズをする。  

・環境のために自分たちができることを考える。  

・考えたことを発表する。  

 

児童生徒が主体的に行動する力を育むためには、授業で説明を聞いたり活動したりする

だけではなく、日常生活の中で繰り返し活動する時間が大切であると考えた。それにより、

題材②「学校周辺をきれいにしよう」と題材③「身の回りをきれいにする方法を知ろう」

の間に、授業時数以外で「きれいな街を目指そう」という時間を設定し、ごみ拾いや清掃

に取り組むようにした。 

 

２ 具体的な指導展開①【知的障害特別支援学校 高等部 通常の学級課程２】 

（１）学習者（生徒）の実態 

・対象生徒は高等部３年通常の学級課程２の生徒７名。自閉症を伴っている生徒も多い。 

・生活経験が少なく、様々な場面において、教師の助けを待ったり不安から消極的な様

子が見られたりすることがある。  

 

（２）単元の構想 

学習者の興味・関心 

（生徒観） 

・教室や廊下などにごみが落ちていたり、汚れていたりしても、

気にせずに活動していることが多いが、日課の中に定められた活

動や自分の役割として認識した活動では、意欲をもって清掃に取

り組むことができる。  

・学習としての美化活動と生活の場をきれいに保とうとする意識

は結び付いていない様子が見られるが、具体物を示したり指差し

を受けたりすると、自分からごみに気付いて拾うことができる。  
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学習活動・教材 

（単元・題材観） 

・学校生活の中で既に実践している清掃とＳＤＧｓを結び付ける

ことで、生徒自身が自分の力で身の回りをきれいにできると認識

できるようにしたい。  

・ごみ拾いや清掃、ごみの分別を一例として取り上げ、自分にも

できるＳＤＧｓの取組があることを知り、ＳＤＧｓを身近に感じ

られるようにしたい。  

単元の意義・展望 

（指導観） 

・学習に見通しをもち、主体的に学習に取り組むことができるよ

うにするために、学習の期間や場面を設定し、計画的に進めてい

く。 

・本単元を学習する前から、学習活動や日常生活の指導の場面で

ＳＤＧｓと関連付ける言葉掛けやごみの分別等の活動を取り入れ

たり、教室内にＳＤＧｓ目標や取組に関する掲示をしたりして意

欲の喚起を図る。 

・写真で活動を振り返ったり、実際に清掃や正しい方法で処理し

たごみを提示したりして、生徒たちが取り組んだ成果を視覚的に

確認することで、学習への理解を促す。 

・活動を通して、人と関わることのよさに触れ、自分一人ではで

きないことも、友達や教師と協働することで一緒に活動したり、

実践したりできることを経験できるようにする。 

 

 

（３）本時の指導  

教科等名  生活単元学習（学級）  

題材名  「身の回りをきれいにする方法を知ろう」（３／４時間目）  

本時の目標  

（１）落ちているごみを拾ったり清掃したりすることで、身の回りをき

れいに保てることが分かる。（知識・技能）  

（２）適切にごみを処理して、身の回りをきれいにしようとする。  

（主体的に学習に取り組む態度）  

学 習 内 容 指導上の留意点 

準備物等 

ＳＤＧｓと

の関連 

１．本時の学習内容及び目標

について説明を聞く。  

 

 

２．ごみのある場所、ない場

所を比べる。  

①写真を見比べる。  

 

・前時までのスライドを見ることで、

学習のつながりが意識できるようにす

る。 

 

 

 

・それぞれの写真を見てどのように感

じるかを表出するように促す。  

・電子黒板  

・パソコン  

 

 

・パワーポ

イント  

・unisef ホ

ームページ
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②感想を述べる。  

 

 

３．ごみ拾いや清掃活動の振

り返りをする。  

①写真を見て教師の発問に答

える。  

②写真を見て自分の清掃活動

の様子を見たり、友達の活動

の様子を知ったりする。  

③活動の前後で教室や屋外が

どのように変わったかを発表

する。  

 

④今までに拾ったごみの量を

確認する。  

 

 

４．友達と床清掃する方法を

考え、実践する。  

 

 

 

５．身の回りをきれいにする

方法について振り返る。  

 

 

・感じ方には個人差があり、感じたま

まを発表するよう促す。  

 

 

 

・生徒が自分の活動を説明しやすくな

るように適宜、発問や補足をする。  

・どんなごみが、どこに落ちていたか

を確認して振り返る。  

 

・ごみを拾ったり掃除をしたりすると

きれいになる、気持ちが良い、環境に

良いなど、肯定的なイメージに結び付

けられるようにする。  

・ごみ箱からごみ袋を取り出し、一定

期間、学級の生徒が集めたごみの量を

視覚的に確認する。  

 

・ほうきやちりとりを必要に応じて使

えるように準備する。  

・活動や言葉のやり取りが滞る様子が

見られたら、その都度助言する。  

 

・きれいな空間は気持ちよく過ごせる

こと、友達や教師と協力することで、

より簡単に身の回りをきれいにできる

ことに結び付ける。  

 

 

写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ごみ箱  

 

 

 

・ほうき  

・ちりとり  

 

 

 

 

 

（４）成果と課題  

①授業の様子 

・日頃の自分たちの清掃の様子や、修学旅行で見学した水族館での海洋ごみによる生物

への影響に関する展示を写真で振り返った。自分たちの生活にもＳＤＧｓが関係してい

ると感じている様子が見られた。（図１） 

・発語がない生徒や自分の考えをうまく表出することが難しい生徒が多いが、山や海、

町のごみがある写真とごみがない写真を見比べて、「行きたい場所はどっち。」の問い掛

けに対して、ごみがない写真を選択していた。 

・なお、ごみがない写真を選択した生徒の中には、授業終了後に、ごみがある山のイラ

ストを指さして、「この山に行って、ごみを拾いたい。」と話す生徒がいた。（図２） 
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図１ 水族館の展示物 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 山の比較 

 

・ごみ箱からごみ袋を出して、全員で集めたごみを教師が 

提示するのを見て、興味を示していた。 

・初めは目の前で清掃をする友達を見ているだけの生徒も

いたが、徐々にごみを拾い始める生徒も出てきた。 

・友達への言葉の掛け方を知り、複数人で協働して清掃し

た。（図３） 

・友達が自分から行動したり、言葉掛けをしたりしている

様子を見て、模倣する生徒が出てきた。 

      

 

 

 

 

 

 

図３ 友達と協力して 

教室を清掃する様子 

 

②授業以外の様子 

・机を運ぶ際に、友達と一緒に机の両端を持って運ぶ行動が見られるようになった。  

・清掃の際に、ほうきを使っている生徒を見て、ちりとりを準備する生徒がいた。 

・清掃では、以前は、特別教室や廊下、担任以外の教師が指導するなど場所や人が変わ

ると主体的な取組が見られることは少なかったが、自分たちが清掃する場面では清掃に

対する意識が高まり、責任をもって取り組むことができた。（図４） 

・ごみ拾いと同様に、場所や人などの条件が限られた環境や場面では自分から取り組む

ことができた。 

・教室に空になったペットボトル等が置いてあると学習したことを思い出し、キャップ

とラベルとボトルに分別する様子が見られた。（図５） 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 友達と協力して廊下を清掃する 

様子 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 資源ごみの分別 



- 74 - 

・ＳＤＧｓの 17 の目標について、自分たちができる取組を考え、表を作成した。自分た

ちが経験してきたことや、学校や家庭での他者とのやり取りから意見を出していた。（図

６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 自分たちの学級でできるＳＤＧｓの 

目標とそれぞれの取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 具体的な指導展開②【知的障害特別支援学校 小学部 通常の学級課程Ⅰ】 

（１）学習者（児童）の実態 

・対象児童は小学部５年通常の学級課程Ⅰの児童４名で、自閉症を伴っている生徒もい

る。 

・簡単な言葉での指示を理解して活動することができる。また、自分の意志や要求を言

葉で伝えたり、見聞きしたことや経験したことを簡単な言葉で話したりすることができ

るようになってきている。  

・教師や友達と言葉でのコミュニケーションを図ることができるが、会話が一方的にな

ったり乱暴な言葉で相手を不快な気持ちにさせたりと、時々トラブルが起こることがあ

る。 

 

（２）単元の構想 

学習者の興味・関心 

（児童観） 

・ＳＤＧｓを授業で扱ったことはない。そのため、どのような行

動がＳＤＧｓと結び付いているかは分かっていないが、ＮＨＫの

Ｅテレの「みんなのうた」等、メディアの影響で「ＳＤＧｓ」と

いう言葉を知っている。  

・清掃に関しては、週に１回教室清掃を行い、意欲的に取り組ん
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でいる。  

・教室にごみが落ちていても気にせず生活しており、ごみを見付

けたら拾うという行動は見られないが、教師の話を聞いて「ごみ

は拾うもの」ということを理解している。  

学習活動・教材 

（単元・題材観） 

・ＳＤＧｓの 17 ゴールのうち環境に関連しているものが多く、清

掃やごみ拾い、分別と言った身近な取組からＳＤＧｓにつなげる

ことで、ＳＤＧｓを身近なものと捉え、自分にもできる取組があ

ることを知り、続けることの大切さに気付けるようにしたい。 

単元の意義・展望 

（指導観） 

・写真やイラスト、アニメーション等の視覚教材を用い、活動内

容を理解して意欲的に取り組めるようにする。 

・友達の意見を聞いたり相談したりする時間を設定し、児童同士

が関わり合えるようにする。 

・児童の言動を即時称賛することで、達成感を得られるようにす

る。 

・身近な場所の清掃やごみ拾い、身近な物の分別を児童の実態に

応じて配慮しながら取り入れ、日常生活で主体的に取り組めるよ

うにする。また、リサイクルに関する内容も取り上げることによ

り、中学部の作業学習で行うアルミ缶のリサイクルや高等部の総

合的な探究の時間の「ＳＤＧｓについて」の学習につなげられる

ようにする。 

・ＳＤＧｓに関するクイズやカードを貼るなど、ゲーム的要素や

動きのある活動を取り入れることで、意欲的に学習に取り組める

ようにする。 

・教室内にＳＤＧｓの目標や取組に関する掲示をして意欲の喚起

を図る。 

 

（３）本時の指導  

教科等名  生活単元学習（学級）  

題材名  「環境のために、自分にできることを考えよう」（４／４時間目）  

本時の目標  

（１）ＳＤＧｓのクイズを通して、環境に関するＳＤＧｓの取組が分かる。

（知識・技能） 

（２）環境のために自分ができることを選んだり、考えたことを伝えたり

することができる。（思考・判断・表現）  

学 習 内 容 指導上の留意点 

準備物等 

ＳＤＧｓとの

関連 

１．本時の学習内容及び目標

について説明を聞く。  

 

 

・前時までのスライドを見ることで、

学習のつながりが意識できるようにす

る。 

 

・電子黒板  

・パソコン  

・パワーポイ

ント 
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２．ＳＤＧｓに関するクイズ  

①ＳＤＧｓの取組としてよい

ものを考え、選ぶ。  

 

 

②理由を答える。  

 

 

 

 

 

 

③教師の話を聞く。  

 

 

④自分事として考える。  

※①～④を繰り返す。  

 

 

３．自分にできることを考え

る。 

 

①クイズで取り上げた取組の

中で、自分ができることを考

える。  

②①で選んだ中から特に頑張

りたいことを一つ選ぶ。  

 

③選んだ取組をワークシート

に記入する。  

 

４．「頑張って取り組みたい

こと」についてワークシート

を見せながら発表する。  

 

５．環境のために、自分がで

きることを続けることの大切

さを知る。  

 

・行動がイメージできるように、演技

やジェスチャーを交えて説明する。  

・アニメーションや効果音などを活用

し、パワーポイントに注目できるよう

にする。  

・友達や教師と相談してもよいことを

伝える。また、教師による仲介や代弁

により、児童同士が関わり合えるよう

にする。  

・考えを深められるように、児童同士

の意見を比較したり、友達の意見につ

いてどう考えるかを発問したりする。  

・環境に良い理由が理解できるよう

に、絵や写真を提示しながら解説す 

る。 

・クイズの正誤だけでなく、これまで

の取組を振り返ることができるよう

に、具体的な場面を取り上げながら説

明する。  

・自分の取組を振り返ったり、考えを

整理したりできるように十分に時間を

とる。  

・「できること」に関して「誰と」や

「いつ」などの発問をし、考えを深め

られるようにする。  

・発問をしながら一緒に考えること

で、児童の実態に合った取組が選べる

ように支援する。  

・電子黒板にワークシートの記入例を

提示することで、視覚的に分かりやす

くする。  

・発表の仕方を示範し、大きな声で

堂々と発表できるようにする。  

・発表者に拍手をすることで、達成感

を得られるようにする。  

・児童が作成したワークシートを提示

しながら、一人一人の取組の大切さを

伝え、継続して主体的に取り組めるよ

うにする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・活動カード 

 

 

 

 

 

・ワークシー

ト 

 

 

 

 

 

・ＳＤＧｓシ

ール 
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・自分が選んだ活動を行うとＳＤＧｓ

シールがもらえることを説明し、意欲

を高める。  

・ＳＤＧｓのシールを使用すること

で、自分が行った活動とＳＤＧｓの目

標が結び付くようにする。  

 

（４）成果と課題 

①授業の様子 

・教師が設定したごみ拾いや清掃の活動に意欲的に取り組み、「またやりたい。」と話す

児童が多かった。 

・クイズ形式で環境に良い活動を確認することで、楽しみながらＳＤＧｓの取組を理解

することができていた。（図７、図８、図９、図 10） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ ＳＤＧｓに関するクイズ例１ 図８ ＳＤＧｓに関するクイズ例２ 

  

図９ ＳＤＧｓに関するクイズ例３ 

 

 

・環境に良い理由を発言したり、友達

の意見を聞いたりする時間を設けた。

自分の考えとは違う考えがあること、

環境に良い取組でも自分が取り組むこ

とは難しいことがあることなどが分か

り、考えを認め合っている様子が見ら

れた。また、教師の話を聞き、状況に

よって取り組むか否かを判断しなけれ 

図 10 ＳＤＧｓに関するクイズ例４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 環境に良いか、自分にできる 

かを話し合う場面の様子 
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ばならないことがあること、例えば環境のためであっても危険物や一人で運べない

物は拾わないことを教師の話を聞いて知ることができた。（図 11） 

・ＳＤＧｓに関する取組によって今ある世界のどのような問題が解決するのかを聞

いたり、ＳＤＧｓに関する絵本の読み聞かせを聞いたりすることで、ＳＤＧｓの取

組が身近になった。（図 12、図 13） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図 12 ＳＤＧｓに関する取組と環境問

題の関係例１ 

 

 

 

 

 

 

図 13 ＳＤＧｓに関する取組と環境問題

の関係例２ 

・自分にできることや頑張って取り組むことを選ぶ場面では、「学校まで遠いから歩くこ

とはできない。」や「電気係だから電気を消すことができる。」などと真剣に理由を考え、

説明することができていた。 

・ＳＤＧｓシールがもらえることを知り、活動に対する意欲が高まった児童が多かった。 

・ＳＤＧｓシールを見て、どの目標の取組かを理解できた。 

 

 

 ②授業以外の様子 

・「シロクマさんが泣いちゃうから電気消すよ。」や「ウミガメが苦しいからごみを拾う。」

などと、理由を話しながら主体的に活動をする様子が見られるようになった。 

・掲示してある活動シートを見てシールの枚数を確認しながら「もっと頑張りたい。」と

発言し、ＳＤＧｓの活動を意識して生活するようになった。 

・自分が取り組んでいる活動とは別の活動を行うと違うシールがもらえることが分かり、

「シールがほしい。」という言葉で他の目標にも取り組みたいという意欲を示す児童が

いた。（図 14、図 15） 
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図 14 「頑張って取り組みたいこと」 

ワークシート① 

図 15 「頑張って取り組みたいこと」 

ワークシート② 

 

・友達の行動を称賛したり励ましたりしながら、学級全体が「シロクマさんのため」「ウ

ミガメさんのため」と協力する様子が見られるようになった。 

 

 

４ まとめと今後の展望 

＜授業実践から＞ 

対象の児童生徒の実態を踏まえて、新たな活動に取り組むのではなく、「やっている」と

自覚しているごみ拾いや清掃を取り上げた。それにより、児童生徒がこれまで経験してい

た活動と「ＳＤＧｓ」という言葉が結び付き、児童生徒は主体的に取り組むことができた。

また、やりがいを感じ、「きれいになって気持ちがいい。」「ありがとうと言われてうれしい。」

などの発言から、充実感を味わう様子が見られた。 

今後は、今回取り上げたごみ拾いや清掃以外の活動も「ＳＤＧｓ」という言葉と結び付

けて、ＳＤＧｓに関する知識をさらに深められる指導を継続していきたい。そのためには、

児童生徒の興味関心を高める工夫や、児童生徒がＳＤＧｓの必要性を感じられる工夫をす

るために、教師自身がＳＤＧｓに関する意識を高くもち、知識を深めていけるように学校

全体で取り組んでいく必要がある。 

今回の授業実践では、知的障害のある児童生徒が通う特別支援学校において、異なる学

部で同じ単元を扱った。児童生徒の実態は異なるものの、教材の提示の方法や指導の際の

言葉掛けを変えることで、一人一人の実態に合わせた学習が可能となることが分かった。

児童生徒が自分にできることを考え、どのように社会に携われるかを学習することにつな

がった。また、個人で行うよりも、集団で行うことで成果も大きくなるという気付きがあ

った。そして、活動を行う意味や有効性について話し合う過程で、友達の考えを知る機会

となり、様々な考え方があることや、考え方の視点は異なっても双方が正しい場合もある

ことを知り、他者を受け入れようとするきっかけにもなった。特に、今回はこれまで行っ

たことのあるごみ拾いや清掃活動をＳＤＧｓの視点で取り上げたが、校外のごみ拾いの活

動では、「よく分からない物に触ると危険だから拾わない。」「落ちている物につまずくと危

児童が決めた活動ができたら、

ＳＤＧｓアイコンをシールに 

したものを渡した。 

 

児童はワークシートの枠に貼っ

ていった。 
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ないから道をよく見て歩くようにする。」などの捉え方をする児童生徒が多かった。これら

は、日常生活の場面で、私たち教師が児童生徒に対して指導を行うことがあり、今回の児

童生徒の判断は、安全面の視点では大いに正しい判断である。しかし、ごみ拾いの活動に

関しては、「環境のために落ちているごみは拾う」という安全面とは別の視点も併せてもつ

必要がある。つまり、児童生徒が取組の中で様々な視点をもち、その中から正しいものを

選択し行動できるように、私たち教師が児童生徒の意見や考えを認めたり、児童生徒同士

が意見を尊重できる環境作りをしたりすることが大切である。今回の授業を通して、私た

ち特別支援学校の研究チームは、児童生徒と共に学び、身近なところから取り組むという

ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）の視点も含めてＳＤＧｓの教育について考えるこ

とができた。 

しかし、児童生徒の主体的な取組という点では、限られた条件の中での取組となり、課

題も残った。様々な場面を想定し、実践を積み重ねたり、人との関係が広がったりするこ

とで学習効果が身に付きやすくなり、主体的な取組につながっていくと考えられる。 

 

＜アンケート結果から＞ 

課題として挙がったのは、児童生徒の経験がない、または少ない活動に関しては興味や

関心が低いことである。これは、ＳＤＧｓの活動に結び付けにくいことにつながるが、生

活に基づいた活動に興味や理解はあるということも分かった。繰り返しになるが、自分の

身近な事柄に興味や関心をもてるよう、児童生徒の実態や発達段階に応じた指導や教材の

工夫が求められる。また、今回の研究からも分かるように、目標を立てて活動に取り組む

ことで、児童生徒が意欲的かつ主体的に取り組んだり、責任をもって行動したりできるよ

うになる。以上のことから、児童生徒の経験の幅を広げ、それらを「ＳＤＧｓ」と結び付

けていくことが私たち教師の役割である。今回、視覚障害者、聴覚障害者、肢体不自由者

又は病弱者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校での授業実践は行わなかった

が、同様のことが言えるのではないだろうか。 

また、アンケートの結果では、特別支援学校の児童生徒は「ＳＤＧｓの取組は、地球の

未来を良くする」と回答し、ＳＤＧｓの取組を肯定的に捉えていた。つまりＳＤＧｓの意

味を理解しているかは定かではないが、ＳＤＧｓの取組の大切さや重要性を感じているこ

とが分かった。つまり、より多くの活動がＳＤＧｓと結び付き、児童生徒自身が責任をも

って行動することで、「地球の未来のため」という大きな影響だけでなく、自分自身の生活

を見直すきっかけとなったり、改善しようとする動きにつながったりして、児童生徒の生

きやすさに影響してくると考えられる。 


